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情報モラル研修会 参加報告書 

 

窪 俊一（東北大学大学院情報科学研究科 准教授） 

 

調査・場所 

仙台市立向陽台小学校 

日程 

2008 年 11 月 18 日（火）13:30～16:30 

参加者 

窪 俊一（准教授）・篠澤和久（准教授）・牧野友紀（助教） 

目的 

仙台市立向陽台小学校で行われた仙台市教育センター主催の「情報モラル研修会」に参加して、小中

学校における情報教育の現状を調査するため。 

概要および成果 

● 「情報モラル研修会」 2008 年 11 月 18 日（火） 13:30～ 仙台市立向陽台小学校 

   ・主催：仙台市教育センター、情報教育研究推進委員会 

   ・参加者：仙台市の小学校教諭・中学校教諭／情報モラル部会／稲垣忠（東北学院大学准教授）／

         仙台市教育センター／教育指導課／東北大学大学院情報科学研究科教員 3 名／ 

         東北学院大学学生 

   ・内容： (1) 児玉奈美教諭による授業（情報モラル授業）の参観 

        (2) 情報モラル教育の今後の方向性について（稲垣先生） 

        (3) 授業についての討論 

        (4) 仙台市の小中校における情報モラル教育の現状についてのディスカッション 

○ 児玉教諭による 2 年 4 組での情報モラル学習の授業は、子供間のコミュニケーションの問題を取り上

げた興味深いものであった。書かれた言葉が誤解される情況で、いかにすれば自分の気持ちを表現

出来るかを子供たちに考えさせるものであった。子どもに情報モラルを教えることの難しさを実感させる

ものであった。 

○ 授業参観後の研究協議では、稲垣先生からの「情報モラル教育の現状と今後」についてのレクチャー

の後、授業担当教員も交えて、授業内容についての意見交換が行われた。 

今後の情報モラル教育を小学校低学年で行う際の注意点など貴重な示唆が多く得られた。 

○ 出席された教員の各校における情報教育の現状報告も行われ、小学校よりも中学校における情報教

育の困難さが報告された。報道されないトラブルなどに対する対処の現状なども報告された。 

  仙台市立生出小学校では、職員会議の一部を利用して、学校全体として情報教育について先生自身

が少しずつ学習する試みを行っているという事例も報告された。 
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